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エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
帰
国
の
途
に
つ
く

301 -1 970 ・ 7

成
田
君
の
事
故
報
告
以
来
す
っ
か
り
ご
無

沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。
五
月
一
日
成
田
君
の

遺
体
を
ト
ァ
F
-
7

で
ダ
ピ
に
付
し
ま
し
た
。

ベ
リ
ジ
エ
の
広
い
谷
聞
か
ら
吹
き
上
げ
る
谷

風
に
混
然
と
燃
え
上
る
ほ
の
お
、
パ
シ
パ
シ

と
は
じ
け
る
薪
の
音
、
ク
ン
プ
氷
.
河
に
た
ち

の
ぼ
る
煙
、
そ
れ
が
成
田
の
魂
を
エ
ベ
レ
ス

ト
の
頂
へ
導
い
て
行
く
よ
う
で
し
た
。

成
田
の
死
は
私
を
初
め
、
隊
員
に
は
大
変

な
シ
ヨ
ツ
グ
で
し
た
。
隊
の
行
動
も
実
質
的

に
は
十
日
余
も
止
ま
り
ま
し
た
。
私
は
成
田

の
ダ
ピ
に
立
ち
会
っ
て
、
も
う
く
よ
く
よ
す

る
ま
い
、
と
れ
か
ら
は
成
田
の
意
志
に
従
っ

て
た
だ
登
山
に
専
念
し
よ
う
と
心
に
決
し
ま

し
た
。

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
戻
り
、
た
だ
ち
に

第
三
期
計
画
、
即
ち
東
南
稜
か
ら
の
登
挙

ハ
五
月
四
日l
五
月
十
三
日
)
お
よ
び
荷
壁

中
央
岩
壁
ル
l
ト
工
作
の
再
検
討
を
行
な
っ

た
。
そ
し
て
東
南
稜
か
ら
の
第
一
次
登
頂
メ

ン
バ
ー
は
五
月
十
一
日
松
浦
、
楠
村
の
二
名

第
二
登
は
五
月
十
二
日
二
名
(
隊
員
と
シ
ェ

ル
パ
〉
と
決
め
た
。
折
か
ら
の
好
天
を
利
し

て
極
め
て
順
調
に
キ
ャ
ン
プ
を
進
め
、
サ
ウ

ス
コ
ル
に
登
頂
の
拠
点
を
五
月
八
日
に
完
了

し
た
。

作
戦
計
画
上
登
頂
日
を
い
つ
に
決
定
す
る

か
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
非
常
に
重
大
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
が
、
今
回
は
気
象
担
当
の
長

田
隊
長
の
予
報
が
極
め
て
精
度
が
す
向
く
、
B

C

に
は
い
っ
て
以
来

、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を

「
長
官
の
気
象
通
報
」
と
呼
ん
で
高
く
評
価

し
て
お
り
、
彼
の
予
報
か
ら
第
一
次
登
頂
日

を
五
月
十
一
日
、
第
二
次
を
五
月
十
二
日
と

決
定
し
た
わ
け
で
す
が
、

ζ

れ
が
見
事
に
当

り
両
隊
と
も
完
ベ
き
の
登
頂
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

登
頂
の
様
子
は
す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と

思
う
の
で
割
愛
し
ま
す
。

昨
五
月
二
十
一
日
隊
員
一
同
B
C

に
集
合

し
、
危
険
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
背
に
し
、

も
う
山
の
危
険
は
な
い
と
い
っ
た
ホ
ッ
と
し

た
気
持
ち
で
帰
り
の
準
備
を
前
に
休
養
し
て

お
り
ま
す
。
私
の
留
守
本
部
へ
の
通
信
も
四

月
二
十
日
以
来
一
ヵ
月
余
り
絶
え
た
わ
け
で

す
が
、
と
に
か
く
疲
れ
切
っ
て
B
C

に
下
つ
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。

南
壁
チ
l

ム
は
藤
田
を
頭
に
小
西
、
中
島

加
納
、
吉
川
、
国
村
、
嵯
峨
野
、
伊
藤
ら
非

常
に
張
り
切
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が

五
月
十
日
入
O
五
O
m
に
達
し
た
加
納
、
嵯

峨
野
の
チ
l

ム
は
下
山
中
落
石
に
会
い
、
加

納
は
腰
骨
に
負
傷
、
ま
た
同
日C
W
七
五
O

O
m
付
近
で
行
動
中
の
中
島
寛
は
右
膝
に
落

石
を
受
け
る
な
ど
の
事
故
が
あ
り
、
今
春
の

南
壁
の
状
態
か
ら
も
う
こ
れ
以
上
登
山
を
続

け
る
と
と
は
危
険
と
判
断
し
た
の
で
南
壁
は

断
念
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ

・

か
若
い
元
気
な
隊
員
は
、
落
石
は

覚
悟
の
上
で
あ
る
と
意
気
け
ん
と
う
た
る
も

の
が
あ
り
、
こ
こ
で
南
壁
を
断
念
す
る
の
は

残
念
だ
、
も
っ
と
登
っ
て
み
た
い
と
い
う
こ

と
で
一
、
二
日
撤
収
を
手
間
取
り
ま
し
た
。

青
春
を
す
ベ
て
乙
れ
に
賭
け
た
隊
員
に
と
っ

て
は
、
断
腸
の
思
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
し
た
。

東
南
稜
パ
ー
テ
ィ
は
第
一、

第
二
次
と
も

好
天
を
利
し
て
の
悠
々
た
る
余
裕
を
示
し
た

登
頂
で
、
第
三
期
計
画
は
成
否
相
半
ば
し
た

わ
け
で
す
。

次
の
第
四
期
計
画
は
予
定
な
ら
南
壁
の
登

頂
パ
ー
テ
ィ
を
東
南
稜
パ
ー

テ
ィ
が
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
市
胴
上
で
会
う
と
い
う
ラ
ソ
デ
プ

l
作
戦
で
し
た
が
、
南
墜
を
断
念
し
た
い
ま

と
な
っ
て
は
こ
れ
も
実
現
不
可
能
と
な
っ
た

の
で
、
再
度
サ
ウ
ス
コ
ル
を
中
心
と
し
た
入

o
o
o
m
の
生
活
と
、
三
隊
同
時
ト
ラ
イ
の

計
画
を
練
り
直
し
ま
し
た
。
一
方
食
糧
の
方

は
三
月
二
十
三
日
B
C

入
り
し
て
以
来
六
十

日
間
の
登
山
行
動
の
準
備
を
行
な
っ
て
い
た

関
係
上
五
月
二
十
日
に
は
登
山
打
ち
切
り
、

B
C

下
山
と
い
、
つ
制
限
が
あ
っ
た
の
で
五
月

十
九
日
を
登
頂
日
と
決
め
、
た
だ
ち
に
五
月

十
三
日
か
ら
行
動
に
移
り
ま
し
た
。
そ
し
て

五
月
十
八
日
に
ス
タ
ン
パ
イ
完
了
し
、
十
九

日
の
天
候
を
祈
り
ま
し
た
。

第
三
次
登
頂
隊
は
岡
村

、

イ
ラ
ツ
エ
リ
ン

(
C
羽
・

八
四
五
O
m
か
ら
)
第
四
次
登
頂

小
西
、
ピ
ン
ジ
ュ
1
(
C
V
の
サ
ウ
ス
コ
ル

か
ら
受
頂
〉
南
箇
偵
察
パ
ー
テ
ィ
、
ア
イ
ス

タ
l

ロ
ア
1

ル
経
由
で
サ
ウ
ス
コ
ル
に
到
達

ま
た
は
ア
イ
ス
タ
l

ロ
ア
1

ル
か
ら
南
面
試

登
南
峰
ま
で
、
吉
川
、
嵯
峨
野
、
伊
擦
の
三

名
と
し
た
。

つ
ま
り
南
墜
を
断
念
し
た
元
気
な
チl
ム

が
こ
れ
に
当
り
、
五
月
十
九
日
を
期
し
て
い

っ
せ
い
に
三
隊
が
行
動
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
メ
ン

バ
ー
は
全
員
サ
ウ
ス
コ
ル
到
達
と
い
う
目
標

で
渡
部
女
史
、
報
道
、
N
H
K

野
口
カ
メ
ラ

マ
ン
、
毎
日
原
因
カ
メ
ラ
マ
ン
も
サ
.
ホl
ト

中
に
サ
ウ
ス
コ
ル
に
到
達
し
よ
う
と
い
う
内
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エ
ベ
レ
ス
ト

隊
本
隊
帰
国

本
会
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
大
塚
博
美
登
繁
隊
長

以
下
全
員
は
現
地
に
残
る
井
上
隊
員
を
除
き

六
月
二
十
日
午
後
十
時
四
十
五
分
羽
田
着
の

日
航
機
で
、
シ
ェ
ル
パ
の
チ
ヨ
タ
レ
と
ピ
シ

ジ
ュ
ー
を
同
伴
し
無
事
帰
国
し
た
。



「
れ
若
い
者
の
側
に
あ
る
訳
に
な
る
。

良

一

D
老
か
ら
は
今
ま
で
毎
年
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

一

一
・

タ
ロ
ニ
グ
ル
」
を
送

3

て
来
て
く
れ
て
い

E

一
た
が
、
先
日

、

最
近
H

ア
ル
ピ
ニ
ス
ム
ス
u

j

一
(
ト
ニl
・
ヒ

1

ベ
ラ
1
)
誌
上
に
「
世
界

士
ロ

一
の
高
峰」
と
い
う
題
で
一
文
を
書
く
と
と
に

一
な
っ
た
。
つ
い
て
は
「
山
岳
」
(
一
九
六
一

ギ
ュ
ン
タ

1

一
年
〉
に
出
て
い
る
伊
持
久
行
隊
の
石
原
国
利

・

オ
ス
カ
l

・

一
君
撮
影
に
な
る
ゴ
サ
イ
ンF
ン
の
写
真
が
欲

デ
ィ
レ
γ

フ
ル
一
し
い
、
と
い
う
。

i
ト
と

言
え
ば
、
一
そ
と
で
早
速
私
は
両
氏
と
高
橋
昭
一
君
に
連

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
興
一
絡
し
た
。
そ
し
て
三
氏
の
好
意
に
よ
っ
て
希

味
を
も
っ
て
い
一
望
の
も
の
を
入
手
し
、
二
回
に
百
一
り
飛
行
使

る
人
、
行
っ
た
一
で
D
老
の
許
に
届
け
た
。

乙
と
の
あ
る
一

D

老
は
大
変
喜
ん
で
、
私
の
依
頼
し
た

入
、
と
れ
か
ら
一
「
フ
l

ズ
・
フ
l

」
と
自
分
の
写
真
を
二
枚

行
ζ

う
と
し
て

一
送
っ
て
き
て
くれ
た
。
以
下
ご
紹
介
す
る
の

い
る
人
に
は
、
一
は
そ
れ
を
も
と
に
し
た
略
歴
で
あ
る
。
と
れ

と
て
も
関
係
の

一
は
本
人
が
書
い
た
もの
だ
か
ら
最
も
信
頼
出

深
い
人
の
筈
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
登
山
企
一
来
よ
う
。

業
家
、
ノ
1
7
ン
・
G

・
ダ
イ
レ
ン
フ
ァ

l

一
最
近
、
私
の
と
と
ろ
に
ア
メ
リ
カ
の
グ
リ

ス
の
父
親
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
人
は
一
ス
・
ジ
ョ
1

ン
ズ
(
の
可
E
H
O
旬
r
R

〉
・
0

多
い
と
思
う
。
一
』

O
S
C
か
ら
、
日
本
の
岩
登
り
の
一
一
聞
に

G
・

O
-
D

老
は
表
題
に
も
示
し
て
あ
る
一
つ
い
て
の
質
問
が
来
た
の
で
、
可
な
り
長
い

通
り
一
八
八
六
年
の
生
れ
で
あ
る
か
ら
、
今
一
返
事
と
「
山
渓
」
か
ら
も
ら
っ
た
写
真
を
送
つ

年
は
入
四
才
に
な
る
。
と
こ
で
引
き
合
い
に
一
た
。
と
れ
も
大
変
喜
ば
れ
て
、
私
の
い
つ
も

出
し
て
は
惑
い
が
、
模
さ
ん
は
一
入
九
四
年

一
の
質
問
に
快
よ
く
答
えた
手
紙
を
く
れ
た
。

生
れ
だ
か
ら
七
六
才
、D
老
の
方
が
八
才
年
一
彼
は
近
代
ア
メ
リ
カ
の
岩
登
り
を
代
表
す

上
で
あ
る
。
だ
か
ら
撲
さ
ん
は
ま
だ
わ
れ
わ
一

る
一
流
登
挙
家
の
一
人
で
、
グ
ラ
ン
ド
・
ジ

ヨ
一
フ
ス
の
ウ
ォ

l

カ
l

・
ス
パ

ー
や
イ
ェ
ル
l

パ
ハ
i

の
ア

マ
J
J
γ
・

フ
ェ

ー

ス
を
や
っ

て
い
る
男
で
、

d
〈
r
u『
円-
o
u
、o
c

n
-
-
g
r
uに
対

す
る
答
え
は
.

2

〉

d
q
m
w
可O
{

円
。
ω
n
F
F
2
同
丹
市U

円
}
d
o
o
ω
ω
ぬ
ロ
n
o

c
{
α
E
u
z
u
M
w
n
o
z
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Osk αr 

で
あ
っ
た
。
乙
れ
を
ど
う
い
う
風
に
解
釈
す

る
か
、
そ
れ
は
皆
さ
ん
に
委
せ
よ
う
。

関
話
で
も
な
い
が
こ
れ
は
一
応
休
題
と
し

て
又
老
に
移
ろ
う
。
因
み
に
老
は
今
、
ス
イ

ス
は
イ
ン
タ
ー

ラ
l

ケ
ン
の
北
東
四
陶
の
と

こ
ろ
に
あ
る
リ
ン
ケ

γ

ベ
ル
グ
に
住
ん
で
い

る
。
プ
リ
エ
ン
ツ
エ
ル
湖
の
北
岸
に
あ
り
.

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
へ
は
直
線
に
し
て
南
東

一
四
陶
に
当
る
。

。
。

生
れ
は
昔
の
プ
ロ
シ
ア
の
プ
レ
ス
ラ
ウ

ハ
今
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヴ
ロ
グ
ラ
フ
巧
円0
・

己
防
毒
)
。
一
九
三
三
年
に
ス
イ
ス
へ
帰
化
。

地
理
学
者
、
地
質
μ主
官
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検

家
、
山
岳

μ主
官
(
O
B
Z凹
互
〉
、
文
筆
家
、

登
山
家
。

(
一
八
九
五l

一
九
O
凶
〉

プ
レ
ス
ラ
ウ
で
高
等
学
校
と
専
門
学
校
。

学
士
2
2
2
5
5
2
C

号
取
得
。

〈
一
九O
四
l

一
九
O
九
〉

フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
合
自
切
2
5

凹
m
C
〉
、
ウ
ィ

ー

ン
、
プ
レ
ス
ラ
ウ
の
各
大
学
に
学
び

、

哲

学
博
士
号
を
得
.
且
誇
師
と
な
る
。

ハ
一
九O
九
|
一
九
一
五
〉

ス
イ
ス
地
質
調
査
所
共
同
研
究
者
。

〈
一
九
一
丸|
一
九
一
二
一
一
一
〉

プ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
で
、
地
質
学
及
び
古
生

物
学
の
教
授
。
国
際
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
行
隊
長

〈
一
九
三O
Y

〈
一
九
三
四
)

国
際
カ
ラ
コ
ル
ム
途
行
隊
々
長
。

(
一
九
三
六
)

オ
リ

γ
ピ
グ
グ
金
メ
ダ
ル
受
賞
(
登
山
)
。

(
一
九
三
九|

一
九
五
四
)

ス
イ
ス
・
サ
ン
・
ガ
ル

(
ω円
の
と
一
)
で

地
迎
学
教
師
。
著
書
一O
種
。
科
学
及
び
山

岳
に
関
す
る
論
文
、
随
想
(
二
五
O
以
上
〉
。

一
丸
五C
年
以
来
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
及
び
カ
ラ

コ
ル
ム
の
記
録
制
作
。

十
失
国
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
各
山
岳
会
の
名
誉
会
員
。

ジ
ョ
ン
サ
ン
峰
(
七
四
七
一
二
m
)、

シ
ア

・

カ
ン
リ

l
(
七
回
二
二
m
)、
五
0
0
わ
「
六

o
o
o
m
級
峰
多
数
、
ア
ル
プ
ス
の
四
O
O

O
m
級
六
三
峰
。
初
登
頂
及
び
新
ル1
ト

六

O
峰
。

多
く
の
登
山
及
び
科
学
遠
行
隊
の
相
談

役
。
プ
ロ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
百
科
事
典
、
マ
ウ
ン

テ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ム
ス
、
.
テ

ィ
・
ア
ル
ペ
ン
そ
の
他
の
協
力
者
。

(
注
〉
マ
ウ
ン
テ
ン
・
ワ

ー

ル
ド
に
つ

い
て
一
言
。
|
|
こ
れ
は
一
九
四
六
年
に

2

図
司
向
。
牛
耳
語o
r
-
-と
し
て
発
刊
さ
れ

た
が
、
一
九
五
三
年
か
ら
英
語
版
が
出
る
よ

う
に
な
り

、
最
近
刊
行
さ
れ
る
「
一
九
六
八

|

六
九
」
版
で
、
独
英
両
版
と
も
廃
刊
と
な

る
こ
と
に
な
っ
た
。
別
の
形
で
何
か
出
る
よ

う
に
な
る
と
田
中
つ
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
使
命

は
終
っ
た
と
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
だ
。

喧
嘩
し
な
い
で
グ

1
J

・
ア
レ
ン
か
ら
の
手
紙
|

今
、

来
年
度
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
一
覧
表

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ア
ピ
峰

に
関
す
る
地
図
や
資
料
〈
「
山
岳
」
の
を
破
い

て
送
っ
た
)
を
お
返
し
ま
す
。
原
図
が
損
傷

す
る
と
い
け
な
い
の
で
、
コ
ピ
ー
し
た
の
を

一枚
差
上
げ
ま
す
。

右
の
資
料
と
、
白
骨

3
4
q
m同
E

ニ
の
書

い
た

a
a
F
2
2
2
5
H
N
E

叶
，F
m
ぺ
噂
(
彼

は
一
九
五
五
年
に
セ
テ
ィ
河
を
遡
っ
て
中
共

に
捕
え
ら
れ
ま
し
た
)
を
研
究
し
た
結
果
、

ナ
ン
パ
峰
へ
の
接
近
は
の
r
E

吋
ユ
石
河
を
と

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

最
近
私
は
京
都
の
佐
藤
京
子
方
と
し
て
あ

る
鈴
木
さ
ん
か
ら
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。

彼
女
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
小
山
貢
と

い
う
人
が
、
京
都
カ
一
ア
コ
ル
ム
遠
行
隊
の
隊

長
と
な
っ
て
マ
ル
ピ
テ
ィ
ン
へ
行
く
そ
う
で

す
。
そ
の
許
可
は
得
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
そ
の
期
間
は
四
l

六
月
、
但
し
ル1
ト

は
わ
か
ら
な
い
と
の
こ
と
。

私
は
又
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
会
の
カ

ラ
コ
ル
ム
遂
行
隊
(
一
九
七

O
)
隊
長
、

A

V

A

V

 

D

老
が
自
ら
重
要
な
著
書
と
し
て
あ
げ
て

い
る
も
の
は
次
の
湿
り
。
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司
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・
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(以
上
〉

伺
E
R

仏
関
o
Z
自
己
]
白
か
ら
手
紙
を
も
ら

い
ま
し
た
が
、
彼
ら
も
五
月
中
旬
|
七
月
ま

で
の
マ
ル
ピ
テ
ィ
ン
登
山
を
許
可
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
ギ
ル
ギ
ッ
ト
か
ら
サ
ス
リ
だ
か
ら

こ
れ
も
南
側
ル
1

ト
で
す
。

私
の
と
と
ろ
に
は
も
う
六
八
年
の
報
告
書

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
別
の
写
真

と
地
図
を
送
っ
て
や
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
且
貝
殿
か
ら
京
都
隊
へ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
隊
の
行
く
こ
と
と
、
両
方
が
ぶ
つ
か

っ
て
暗
嘩
に
な
ら
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

そ
の
登
山
隊
が
戻
っ
て
来
た
ら
、
入
手
さ

れ
た
情
織
な
り
、
同
隊
の
報
告
書
を
お
送
り

下
さ
い
。

Y
A
2
5
2
Z
円

2
8
m
-
2
0
F
Z
乱
ナ

t
o
p
s
斗
0
.ロ
同

Y
〉
恒
円
吋F
Y
H
U
8
1

』o
Z
E
Z

ロ

(
古
沢
宛
)

(
注
)
こ
の
隊
長
は
一
九
六
八
年
に
マ
ル
ピ

テ
ィ
ン
を
南
側
か
ら
攻
め
て
失
敗
、
仲
間

一
人
が
滑
浴
し
て
死
亡
し
た
。
遺
骸
は
状

況
が
危
険
な
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
帰
っ

た
ら
し
い
。

A
J
六
九
年
に
も
そ
の
詳
細

が
出
て
い
る
。

( 2 ) 

(
吉
沢
)



ス
ロ
ー
プ
も
大
体
は
左

山
の
斜
滑
降
の
連
続

一
波
歩
血
点
対
岸
こ
迂
回
し
ま
し
た
a

時
間
は

谷
地
平
生
活
で
大
し
ら
び
そ
の
森
林
-
砕
味
わ
い
な
が
ら
、
一か
い
れ
ま
す
が
靴
を
濡
ら
す
程
度
で
す
し
、

大
倉
川
ベ
り
ま
で
滑
降
し
ま
し
た
。

一
大
倉
川
右
岸
は
一
面
の
雪
原
で
歩
き
よ
い
で

名
須
川
浩
一
泉
大
綴
に
登
っ
た
と
き
も
、
頂
上
で
ス
キ
一
す
。

五
月
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で
六
日
間
一

ー

を
履
き
南
東
に
広
大
な
斜
面
を
ス
ラ
ロ
l

一
私
と
し
て
は
、
昔
、
吾
菱
山
に
山
小
屋
が

を
、
吾
妻
山
の
谷
地
平
小
震
に
滞
在
し
て
、

一ム
を
画
い
て
、
頂
上
と
一
八
四
O
m

の
箔
と
一
何
も
な
か
っ
た
頃
の
春
三
月
、
一
切
経
の
硫

周
囲
の
山
に
登
り
、
心
ゆ
く
ま
で
五
月
の
山
一
の
鞍
部
近
く
か
ら
雪
で
埋
ま
っ
た
大
倉
川
本

一黄
製
銃
所
小
舎
を
根
拠
と
し
て
、
東
吾
妻
ゃ

を
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一流
へ
滑
り
込
み
、
谷
地
平
ま
で
の
道
の
り
の

一家
形
山
に
一
週
間
許
り
ス
キ
l

ツ
ア
ー
を
楽

五
月
に
は
珍
し
い
悪
天
候
続
き
も
、
谷
地
一
半
分
位
ま
で
下
つ
て
水
の
流
れ
が
現
れ
だ
一
し
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
四
十
二
年
振

平
小
屋
に
入
る
ま
え
に
、
高
湯
温
泉
に
二
一
し
、
雪
橋
を
渡
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
沢
一
り
の
吾
妻
で
す
。
吾
妻
も
開
け
て
随
分
変
り

泊
、
吾
妻
小
屋
に
四
泊
し
て
ね
ば
っ
て
い
る
一
通
し
を
遊
け
て
、
左
岸
の
ム
口
地
状
に
続
く
森
一
は
て
ま
し
た
が
、
期
待
し
た
通
り
、
谷
地
平

間
に
、
十
二
日の
晴
天
を
迎
え
た
の
で
す
が、
一林
帯
に
逃
れ
斑
滑
降
一
を
繰
返
し
な
が
ら
、
ス
一
ゃ
、
中
吾
妻
山
に
は
昔
な
が
ら
の
吾
妻
を
見

野
口
末
延
さ
ん
の
お
口
添
え
で
約
束
し
て
お

一キ
ー
を
脱
ぐ
と
と
も
な
く
、
大
倉
深
沢
(
五

一
出
し
、
楽
し
か
っ
た
回
想
に
耽
っ
て
い
る
と

い
た
荷
あ
げ
要
員
が
、
日
程
順
延
の
た
め
に

一色
沼
に
通
じ
る
)
ベ
り
ま
で
降
り
ま
し
た
。

一
ころ
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
く
な
り
、
急
に
吾
妻
小
屋
の

一
夕
方
か
ら
朝
ま
で
は
相
当
冷
え
込
ん
で
も
一
(
四
十
五
年
五
月
二
十
四
日
)

主
人
二
階
堂
氏
に
半
日
都
合
を
繰
合
わ
せ
て
一
流
石
に
春
で
、
湿
原
に
は
箆
の
と
う
も
芽
を
一

貰
っ
て
、
谷
地
平
へ
の
途
中
ま
で
荷
物
の
半
一
山
出
し
、
鴬
が
早
朝
か
ら
日
暮
れ
時
ま
で
ひ

っ

一

分
を
届
け
て
貰
い
、
残
る
道
の
り
は
全
部
自
一
き
り
な
し
に
昨
叩
い
て
い
ま
す
。
登
山
者
が
小
一

分
で
運
搬
す
る
と
い
う
や
り
く
り
や
、
苦
労
一
屋
に
立
寄
っ
た
の
が
一
日
だ
け
、
快
晴
の
山
一

を
重
ね
て
、
漸
く
小
屋
に
入
り
ま
し
た
。
一
で
も
、
小
屋
の
夜
も
、
常
に
人
気
の
な
い
静
一

伴
均
か
原
か
ら
谷
地
平
へ
の
斜
面
に
か
か
る
一
寂
に
浸
っ
て
き
ま
し
た
。
一

と
夏
道
は
完
全
に
雪
の
下
に
埋
れ
て
春
な
お
一
い
ろ
い
ろ
な
地
図
が
で
き
て
お
り

、

ち
が
一

浅
い
感
じ
で
す
。
谷
地
平
小
屋
は
無
人
で
鉄

一
い
も
あ
っ
た
り
し
て
却
っ
て
迷
い
ま
し
た
の
一

骨
平
家
建
、
床
ス
レ
ート
張
り
、
ド
ア
ー
が

一
で
、
小
屋
の
位
置
や
波
渉
に
つ
い
て
つ
け
加
一

擦
れ
て
い
た
の
と
、
焚
物
が
少
な
く
日
が
沈
一
え
ま
す
が
、
谷
地
平
小
屋
は
姥
沢
(
東
吾
妻
一

む
と
相
当
冷
え
込
み
ま
す
。
毎
朝
氷
が
張
り

一
山
北
面
の
水
を
集
め
て
谷
地
平
へ
)
と
前
大

一

ま
し
た
。
二
頭
の
抗
措
(
一
、
九

O
O
m
)
か
ら
く
る
沢
と
一

滞
在
中
快
晴
が
三
日
続
き
ま
し
た
。
一
日
一
の
合
流
点
左
岸
に
あ
り
ま
す
。
積
雪
期
に
姥
一

は
中
吾
妻
山
に
、
一
日
は
東
大
搬
に
登
り
ま
一
が
原
か
ら
下
る
場
合
は
、
こ
の
二
つ
の
聞
の

一

し
た
。
今
年
は
雪
が
多
い
の
で
夏
ス
キ
ー
も
一
尾
根
を
時
間
み
な
が
ら
下
っ
て
い
き
ま
す
。
尾
一

楽
し
む
計
画
は
あ
た
り
ま
し
た
。
一
一
般
が
緩
傾
斜
に
な
る
に
つ
れ
て
尾
根
の
上
を
一

中
五
ロ
委
山
へ
は
大
体
の
方
向
は
夏
道
に
よ
一
合
流
点
ま
で
下
り
姥
沢
を
左
岸
に
越
す
と
小
一

り
ま
し
た
が
、
夏
道
よ
り
も
鈍
角
な
ジ
グ
ザ
一
屋
の
前
で
す
。
小
屋
前
の
合
流
点
か
ら
左
岸

一

グ
に
急
勾
配
に
と
り

、

ス
キ
ー
は
背
負
い
、
一
を
五
O
m
位
下
っ
た
地
点
で
対
岸
に
沢
を
越

一

ア
イ
ゼ
ン
は
携
帯
し
ま
し
た
が
、
使
用
せ
ず
一
え
、
二O
m
位
登
っ
た
台
地
に
谷
地
平
湿
原
一

登
山
靴
の
ま
ま
で
登
り
ま
し
た
。
頂
上
の
近
一
が
展
開
し
ま
す
。
中
吾
妻山
へ
は
湿
原
の
手
一

く
で
尾
根
が
狭
く
ブ
ッ
シ
ュ
で
雪
庇
が
背
中
一
前
を
西
に
大
倉
川
に
出
た
と
こ
ろ
で
渡
渉
し
一

合
せ
に
東
の
谷
に
向
っ
て
ロ
を
開
け
、
歩
き
一
ま
す
が
と
と
の
渡
渉
は
、
午
後
の
雪
融
け
増一

7
-

に
く
い
個
所
が
あ
り
ま
し
た
。
頂
上
も
木
や
一
水
時
で
膝
ま
で
濡
れ
る
程
度
で
し
た
。
し
か
一

か
一

プ
ッ
シ
ュ
が
あ
っ
て
眺
望
ほ
し
い
ま
ま
で
は
一
し
往
路
と
し
て
は
早
朝
の
こ
と
で
も
あ
り
、
一

間
一
あ
り
ま
せ
ん
が
場
所
を
選
ん
で
眺
め
ま
し

一波
捗
を
遊
け
て
、
大
倉
川

が
谷
地
平
北
端
で
一

ト
一
た
。
帰
り
は
頂
上
で
ス
キ
ー
を
履
き
直
滑
降
一
二
つ
に
分
か
れ
た
地
点
で
、
大
倉
深
沢
と
大
一

知
一
か
ら
雪
庇
下
を
斜
滑
降
で
と
ば
し
、
以
下
の
一
倉
本
沢
と
を
別
々
に
越
え
て
、
前
の
大
倉
川
一

短
信

佐
藤
隆
太
郎

会
の
多
年
の
計
画
も
と
と
に
笑
を
結
び
、

今
回
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
が
大
成
功
を
納
め
た
る

は
、
お
互
い
に
ど
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま

す
。
今
日
ま
で
の
諸
先
輩
の
ご
配
慮
さ
こ
そ

と
存
じ
ま
す
。
天
下
の
注
視
の
下
に
行
な
わ

れ
た
世
界
最
高
峯
の
遠
征
も
完
全
に
目
的
を

達
し
、
そ
の
壮
挙
実
に
た
の
も
し
く
有
難

く

、
ま

た
会
員
諸
兄
も
ご
満
足
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

松
方
隊
長
は
も
と
よ
り
総
務
役
の
松
田
雄

一
兄
の
ご
腐
心
も
さ
こ
そ
と
拝
察
い
た
し
、

特
に
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ま
で
の
用
意
万
端
お
取
計
ら
い
下
さ
れ

し
三
回
会
長
は
じ
め
会
の
皆
さ
ん
方
の
ご
苦

労
に
も
満
腹
の
感
謝
を
俸
げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。小

生
ま
っ
た
く
病
弱
、
廃
人
と
な
り
一
度

も
集
ま
り
に
出
ら
れ
ず
、
た
だ
わ
ず
か
に
毎

日
新
聞
の
記
事
と
「
山
」
と
に
て
知
る
だ
け

で
す
。
三
回
さ
ん
と
は
大
正
九
年
は
じ
め
て

穂
高
行
の
と
き
、
徳
本
峠
の
茶
屋
に
て
知
り

病
.6. 
コ玄

Fミ

通

。
日
本
山
岳
会
の
生
み
の
親
で
あ
る
新
潟
県
長
岡
の
高
頭
翁

が
、
全
財
産
を
投
げ
打
っ
て
明
治
四
年
に
発
行
し
た
本
書

は
、
山
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
、
今
な
お
多
く
の
人
々
に
愛

読
さ
れ
て
い
る
。

。
原
本
の
少
な
い
現
在
、
そ
.
の
複
製
版
の
発
行
が
望
ま
れ
て

い
た
が
、
要
望
に
応
、
え
て
、
日
本
山
岳
会
と
野
島
出
版
は
、

こ
の
名
著
を
全
く
同
じ
に
複
製
し
た
。

。
著
者
の
か
人
と
な
り
。
や
業
績
、
著
書
の
価
値
や
意
義
に

つ
い
て

、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
た
。
付
録

の
「
越
後
の
旦
那
様
」
は
、
日
本
山
岳
会
の
会
員
各
位
に

よ
り
執
筆
編
集
さ
れ
た
も
の
。

安
全
国
有
名
書
店
文
は
直
接
弊
社
へ
ご
注
文
下
さ
い
女

庁
一

株
式

マ
了
量
一
口
斗
斗

-
H
X

l
一
会
社

圏
直

d
E
U
U

山
町

行
一
新

潟
県
三
条
市
一
ノ
木
戸
一
九
四
七
」

捷
一
【

電
話
】
三条
(
O
二
五
六
三
)
③
O
五
二
三
代
)

j
-

【
振
替
口
座
】
新
潟
三
四
番

床

日
本
山
岳
界
の
バ
イ
ブ
ル

二
=
に
再
現
成
る
/

企

登
山
家
や
旅
行
者
の
た
め
に
名
勝
旧
跡
は
勿
論
、

-
山

企
勢

・
位
置
・

周
囲

・

登
路
・
標
高

・
里
程
・
眺
望
・

企
渓
流

・

滝

・
宿
泊
所
や
飲
用
水
の
有
無
か
ら
樹
林
草

企
木
の
様
子
、
更
に
文
章
詩
歌
俳
句
・
伝
説

・

絵
や
写

A
真
を
入
れ
、
専
門
家
に
は
動
植
物
・
気
象

・
地
質
に

企
至

る
ま
で
詳
述
。

イ主要i
内容 勺

山地山登山
岳質岳山岳
噴構諸術各
火造説記
年概 丈
表論 菌

九
四
山

山
岳
表

主
要
山
岳
地
図
(
四
色
)

主
要
山
，
缶
写
真

各
種
索
引

す
録

い八八八八八~ハJ日"'"

好
評
発
売
中

日
本
山
嶺
恵
複
製
版

《付
録
H

越
後
の
日
一
那
様》

高
頭
式
編
集
・
日
本
山
岳
会
複
製
協
力

キ
ク
判
体
側
一
一
占
∞
∞
一
一
定
価
四
八

O
O
円

-685 ー ( 3 ) 
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マ
カ
ル
l

通
信

川
口
洋
之
介

四
月
二
十
九
日
ハ
ベ
1
ス
に
て
)

マ
カ
ル
1
通
信
の
間
が
大
分
途
切
れ
て
申

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
A
B
よ
り
上
で
ル

I

ト
工

作
や
ら
ハ
イ
・
キ
ャ
ン
プ
建
設
の
忙
し
さ
に

紛
れ
て
、
つ
い
通
信
を
怠
り
ま
し
た
。
い
っ

た
ん
B
C
に
下
っ
て
見
て
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

の
大
き
さ
に
感
慨
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

実
は
金
坂
さ
ん
は
覚
え
て
お
ら
れ
る
か
ど

う
か
。
昨
年
デ
オ
チ
パ
よ
り
帰
っ
た
直
後
、

池
田
さ
ん
や
神
崎
さ
ん
と
お
宅
を
訪
れ
、
サ

ン
ト
リ
ー
・

オ
ー
ル
ド
を
御
馳
走
に
な
り
ま

し
た
ね
(
B
C
で
は
酒
は
且
呈
車
一
で
す
)
。
そ

の
と
き
帰
国
直
後
の
若
干
の
興
奮
と
生
意
気

に
も
デ
オ
チ
パ
の
感
想
と
し
て
「
僕
は
六
千

m
む
き
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
や
は
り
ヒ
マ
ラ

ヤ
な
ら
入
千
m
む
き
で
す
」
と
ほ
ざ
い
た
も

の
で
す
が
・
:
も
し
そ
の
こ
と
を
覚
え
て
お

合
い
、
|
|
当
時
上
高
地
パ
ス
は
な
し
、
三

国
さ
ん
は
ま
だ
大
学
生
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
、
l
l

親
交
を
い
た
だ
き
今
日
に
及
び

ま
し
た
。

近
く
有
士
山
閑
談
会
の
ご
通
知
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
年
次
晩
餐
会
は
大
き
く
な
り
す

ぎ
ま
し
た
。
む
か
し
虎
の
門
に
事
務
所
の
あ

っ
た
こ
ろ
高
頭
会
長
、
ま
た
世
話
役
は
穂
高

で
行
方
不
明
に
な
っ
た
茨
木
画
伯
に
非
常
に

ど
厄
介
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
晩
期
牢
軒
、

中
国
料
理
で
し
た
。
三
十
余
名
の
小
集
会
で

大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
の
集
ま

り
は
楽
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
味
が

忘
れ
ら
れ
ず
、
神
谷
さ
ん
方
の
ご
尽
力
で
関

談
会
が
い
ま
な
お
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

夏
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
皆
様
い
づ
れ

の
方
面
に
ど
健
歩
を
廷
すζ
と
か
、
切
に
楽

し
い
旅
を
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。

医
者
通
い
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
甚
だ
哀

れ
な
も
の
に
な
り
面
目
あ
り
ま
せ
ん
。
切
に

ど
健
康
を
祈
り
ま
す
。
(
五
月
二
十
四
日
〉

ら
れ
る
な
ら
、
今
す
ぐ
に
打
消
し
た
い
気
持

と
恥
か
し
さ
で
一
杯
で
す
。

遠
征
は
日
本
を
出
た
ら
半
分
成
功
と
い
う

の
は
、
六
千
m
峰
や
七
千
m
峰
の
ζ

と
で
、

小
生
に
石
坂
さ
ん
が
い
み
じ
く
も
言
わ
れ
た

「
川
口
よ
、
八
千
m
峰
で
は
八
千
を
越
え
た

と
と
ろ
か
ら
が
九
O
%
の
勝
負
だ
よ
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
す
。

と
こ
ろ
で
マ
カ
ル
ー
そ
の
後
の
様
子
を
お

伝
え
し
ま
す
と
、
尾
上
君
は
A
B
(
六
五
O

O
m
)
ま
で
ル
l
ト
工
作
に
行
き
、
血
行
障

害
を
起
こ
し
て
ダ
ウ
ン
。
難
し
い
病
気
で
、

暑
い
所
で
も
手
足
の
指
が
冷
た
く
な
っ
て
し

ま
う
そ
う
で
、
上
部
で
は
ピ
ッ
ケ
ル
が
握
れ

な
く
な
る
ほ
ど
、
彼
は
も
っ
ぱ
ら
B
C
よ
り

指
令
や
機
を
飛
ば
す
役
目
に
徹
し
て
お
り
ま

す
。
原
登
拳
隊
長
の
補
佐
役
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

私
の
方
は
と
い
う
と
、
最
初
B
C
入
り

(
四
月
二
十
二
日
〉
し
た
頃
か
ら
半
月
ほ
ど

は
高
度
障
害
ハ
そ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
〉
と
、
生
れ
て
初
め
て
の
痔
で
悩

ま
さ
れ
、
調
子
が
出
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

と
の
と
こ
ろ
C
I
で
三
日
ほ
ど
休
養
し
、
食

ベ
に
食
ベ
て
よ
う
や
く
本
来
の
調
子
に
戻
れ

ま
し
た
。

マ
カ
ル
!
の
東
南
稜
は
A
B
ま
で
が
中
程

度
の
氷
河
。
一
二
本
爪
で
登
り
お
り
し
て
お

り
ま
し
た
。
A
B
か
ら
上
部
の
稜
は
、
風
が

あ
る
だ
け
に
エ
ベ
レ
ス
ト
南
壁
よ
り
難
し

い
、
と
サ
1
.
F
l
の
ミ
ン
マ
・

ツ
ェ
リ
ン
は

い
っ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
三
千
m
余
の
フ
ィ
ッ
タ
ス
を
ベ
タ

張
り
で
、
ユ
マ
1
ル
を
使
用
し
て
の
登
診
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

e

フ
ラ
ッ
グ

・

ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
と
い
う
チ
ン
ネ
の
よ
-
つ
な
岩

峰
が
あ
り
ま
し
て
、
上
部
に
行
く
ほ
ど
難
し

く
な
り
、
さ
す
が
に
ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
が

さ
じ
を
投
げ
た
稜
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
是
が
非
で
も
こ
れ
を
越
し
、
成
功
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
目
前
、
二
日
連
続
で
仏
を
使
用
し
た
の

で
す
が
、
小
生
と
市
川
氏
が
最
初
で
し
た
。

一
図
書
室
便
り
一
昭
桁
・
5

F
'
'
E
a
'
B
E
B
E
E
B
'
B
E
'
'
E
E

」

新
刊
図
書
受
入
報
告

あ
す
の
室
旦
房
寄
贈

山
高
瀬
重
雄
著
『
入
山
術
』
昭
・
日
制

兵
庫
県
山
岳
連
盟
寄
贈

ω
宮
崎
辰
雄
編
『
ア
ラ
ス
カ
の
処
女
峰
-


Z
2
5

穴
O
z
-
-
』
(
H
U
S
年
日
米
合
同

ア
ラ
ス
カ
登
山
隊
報
告
書
)
昭
・
必

あ
か
ね
書
房
寄
贈

山
『
大
島
亮
吉
全
集

4
l

研
究
・
論
議
・

翻
訳
・

記
録
l

』
昭
・
日
制

一
様
島
敏
男
氏
寄
贈

ω
一
勝
島
敏
男
著
『
山
に
忘
れ
た
パ
イ
プ
』
昭

-
M
M若
渓
堂
利

定
期
刊
行
物
受
入
報
告

〔
部
報
・
会
報
類
〕

ω
山
村
民
俗
の
会
『
あ
し
な
か
』
晴
樹
H
N
O

諦

会
?
ω
)

ω
兵
庫
県
山
岳
連
盟
『
兵
庫
山
岳
』
Z
o
u
印

(
品
目
1

印
)

ω
入
王
子
海
外
登
山
研
究
会
『
海
外
登
山
研

E
Z
0

・
N
(
.
斗
D
t
m
)

ω
国
立
公
園
協
会
『
国
立
公
園
』
Z
0
・
立
P

N
品
目
〈
.
4
D
1
A
F
印
)

ω
京
都
山
岳
会
『
京
都
山
岳
』
Z
0
・
日
品

〈
・
斗
(
}
1
印
)

ω
『
京
都
中
体
連
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
委

員
会
行
事
記
録
』
Z
0
・
∞
(
H
S
U
)
(
久

我
良
房
氏
寄
贈
)

的
『
名
古
屋
山
岳
会
月
報
』
Z
0
・
N
H

ハ
句
叶
口
t
u〉

悶
『
日
本
大
学
山
岳
部
時
報
』
Z
0
・
H
S

ハw

斗
〔)
t印
)

ω
奥
多
摩
山
岳
会
『
O
M
C
レ
ポ
ー
ト
』

2
0
N
品
目
(
.
8
1
3

ω
東
京
野
歩
路
会
『
山
嶺
』
Z
0
・
お
戸
(
品
目
1

明
)

仏
な
し
で
困
難
な
登
畿
は
無
理
と
い
う
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
が
待
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
で
失
礼
し
ま
す
。
(
金
坂
宛
)

凶
『
登
歩
渓
流
会
会
報
』
」
?
Z
0
・
N
\
品

(
品
目
l
h
p
〉

問
日
本
山
岳
会
東
海
支
部
『
東
海
支
部
報
』

Z
0
・
∞
(
.
8
1
3

同
日
本
登
山
協
会
『
山
と
雪
』
Z
0
・
H
S

(
A
R
m
-

印
)

同
『
全
国
高
体
連
登
山
部
報
』
2
0
・
5

ハ
品
目
l
A
F
〉

〔
雑
誌
〕

ω
『
ア
ル
プ
』
Z
0
・
H
A
F
4
ハ
・
斗

(
γ印
)

ω
『
地
図
』
Z
0
・
N
由
(
8
1
3

ω
『
喬
人
』
Z
0
・
日
誌
(
.
8
1
3

『
岳
人
別
冊
グ
ラ
フ|
日

本
ア
ル
プ
ス
』

ハ
・
斗
〔
}
l
印
)

ω
『
回
目
烈
何
回
N
』
Z
0
・
H
a
(
4
0
t
m
)

伺
『
山
と
渓
谷
』
Z
0
・
ω田
H
(
.
8
1
白
〉

〔
そ
の
他
〕

ω
日
大
山
岳
部
『
パ
ウ
ダ
登
山
計
画
室
E
g

出
相
也
、
t

ロ
油
』

ω
佐
々
保
雄
著
『
美
し
い
日
本
は
世
界
の
宝

-
シ
ェ
ラ
・
グ
ラ
ブ
に
学
ん
だ
こ
と
|
』

(
『
婦
人
の
友
』
H
U
81
日
抜
粋〉

ω
石
黒
清
廊
顕
彰
碑
建
設
委
員
会
『
剣
山
縁
に

生
き
る
|
石
黒
清
蔵
の
遺
稿
と
追
憶
|
』

(
戸
市
町
斗

(
γ印
)

洋
書
受
入
報
告

ω
U
S
正
H
N
O
『
2
Z
o
ロ
2
0
0
O
H
問
。
三
F

-
一
O
H
可
・
J
F
o
ロ
ι
o
p
同
り
州
W
F
U
0
2
w
司
m
w
一
u
m
w
F

H
由
自
由
(
丸
善
よ
り
購
入
〉

旬
。
民
自
制
-
a
h
p
月
間
4
a
z

p
両
側w
u
、
-
由
吋
国

H
Z
U
M
m
〉
E
g
-
-
・
2
0
・
ι
・
〉
口
同
乙
H
U
叶

G
・

M-2>552gcmwJJDAH-
ω
.
2
〉
回
目
E
-
m
口
庄
内
w
『
口
一
-
2
5
J

〈
o
-
・
8
.

Z
0
・
ω
.串
伶
印
・7
向
日
n
y
〉
H
V円
二
H
U叶
D


h
p
・
2
U
O
門
図
。
叫
m
E
m

F
伺
向
】
1
J
』
伊
『
門
岡
E
M
同

ω
〆
阻
止
片
品
.
〉
ロ
吋
ニ
H
U
寸
0
・

印
・
2
0
2
z
n
Z
叶
〉
一
目
。
ロ
〈
R
E
ロ
ノ
]
ω
・

『
円
問
自
問
N
N
・
国
o
p
N
-
長
身
ミ
〉
百
円
F


H
由
斗D

・

F
a
F
m
z
o
E
隣
同
5
2
丘
町
E
F
U
E
m
-
-


由
自
〉
ロ
ロ
m
p
ロ
0
4
白
・
司
ぬ
〈
円
F
2
H
也
、
『
{
)
・

吋
・
2
F
白
0
5
5
ロ
J
Z
O
E
∞
.
玄
R
n
F
E
8

(
以
上
丸
善
よ
り
購
入
)

図
書
委
員
会
報
告

五
月
十
九
日
午
後
七
時
図
書
室

川
上
、
野
上
、
大
橋
、
武
田
、
岩
淵
、
村

∞
-
a
a吋
F
o
z
m
u
m
-
2
0
H
V
O
円
明
町
内
w
n
z
g
J

〈
o
-
・
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図
書
委
員
会
で
は
前
々
か
ら
谷
川
岳
の
高

波
吾
策
さ
ん
の
「
国
鉄
土
椅
山
の
家
」
で
懇

親
会
を
行
な
い
た
い
と
話
し
に
出
て
い
た

が
、
五
月
三
十
日
と
三
十
一
日
の
二
日
間
、

楽
し
い
会
合
と
蓬
峠
の
登
山
を
行
な
っ
た
。

当
日
は
上
野
駅
発
十
三
時
十
五
分
発
の
長
岡

行
の
電
車
に
乗
っ
た
。
途
中
桶
川
駅
で
は
急

行
に
三
本
も
ぬ
か
れ
る
と
い
う
具
合
で
あ
っ

た
が
、
普
通
の
山
行
と
ち
が
い
、
わ
れ
わ
れ

も
の
ん
び
り
と
か
ま
え
て
い
た
の
で
鈍
行
も

な
か
な
か
お
つ
な
も
の
で
あ
る
。
車
中
で
は

山
崎
さ
ん
は
会
報
「
山
」
の
ゲ
ラ
刷
り
の
校

正
と
あ
い
な
っ
た
。
一
一
角
崎
駅
で
は
入
高
線
を

利
用
し
て
き
た
村
石
、
松
村
委
員
も
加
わ

り
、
水
上
駅
で
は
後
の
急
行
電
車
で
お
い
か

け
て
き
た
深
田
さ
ん
や
、
佐
々
木
、
東
、
平

井
の
事
務
局
の
三
人
の
お
嬢
さ
ん
達
も
乗
車

7
-

し
、
大
方
顔
ぶ
れ
は
集
ま
っ
た
。
電
車
は
水

川
一
上
駅
を
す
ぎ
る
と
ほ
と
ん
ど
ト
ン
ネ
ル
で
、

ω

一
ま
る
で
東
京
で
地
下
鉄
に
乗
っ
て
い
る
よ
う

札
一
な
錯
覚
を
し
た
。
や
が
て
長
い
清
水
ト
ン
不

3

一
ル
を
外
に
出
る
と
静
か
な
山
中
の
土
樽
駅
に

石
、
稲
田

ω
丸
善
に
お
い
て
『
第
2

回
世
界
の
山
岳
|

地
図
と
本
即
売
展
』
が
催
さ
れ
、
受
入
報

告
に
掲
載
し
た
地
図
九
菜

、

本
一
冊
を
購

入
す
る
。

ω
谷
川
岳
『
国
鉄
山
の
家
』
で
、
五
月
三
十

l

三
十
一
両
日
、
委
員
懇
親
会
を
開
催
す

る
。

ハP
・
S

・
ロ
〉

皇
居
も
ボ
リ
ュ
ー

ム
あ
る
緑
で
お
お
わ
れ

て
、
い
よ
い
よ
東
京
の
夏
の
到
来
で
す
。

エ
ベ
レ
ス
ト
隊
も
、
無
事
帰
途
に
つ
い
た

模
様
で
ま
ず
ひ
と
安
心
で
す
。
現
地
で
は
、

東
京
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
様
々
な

困
難
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
は

ヒ
マ
ラ
ヤ
焼
け
の
顔
を
全
員
羽
田
に
そ
ろ
え

て
元
気
に
帰
国
す
る
の
を
祈
り
ま
す
。

(
東
)

図
書
委
員
会
懇
親
会

到
着
し
た
。
駅
の
す
ぐ
裏
手
の
山
ノ
家
に
行

一

翌
朝
は
天
気
も
よ
く、

予
定
の
蓬
峠
越
え

っ
た
が
、
庭
先
で
私
達
を
出
む
か
え
た
の
一
で
あ
る
。
五
ロ
策
さ
ん
は
途
中
ま
で
私
達
を
ジ

は
、

ヒ
ゲ
の
E
足
凪
さ
ん
で
は
な
く
、
生
後
六
一l
プ
で
送
っ
て
下
さ
る
と
い
う
の
で
す
で
に

カ
月
の
小
熊
と
大
き
い
犬
で
あ
っ
た
。
あ
の
一
ジl
プ
の
用
意
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
朝
食

愛
敬
の
あ
る
ヒ
ゲ
を
な
ぜ
な
が
ら
、
吾
策
さ

一
も
山
菜
で
あ
っ
た
。
ジ
1

・
フ
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ユ

ん
が

、

ゃ
あ
や
あ
と
い
っ
て
出
て
来
て
あ
い
一
ウ
づ
め
で
乗
っ
た
が
、
途
中
山
道
が
Jア
コ
ポ

さ
っ
さ
れ
、
室
内
に
案
内
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
コ
で
、
車
の
中
は
昨
夜
の
さ
わ
ぎ
の
よ
う
に

ま
ず
一
席
土
樽
登
山
学
校
の
校
長
先
生
と
し

一
ひ
ど
い
状
態
で
あ
り
、
私
は
乗
る
時
最
後
に

て
山
菜
学
の
講
義
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
男
性

一
乗
っ
た
の
で
、
ジ
ー
プ
の
鉄
棒
に
両
手
で
プ

達
は
階
上
の
室
で
ウ
イ
ス
キ
ー
で
第
て
フ
ウ

一
一
フ
さ
が
っ
た
と
い
っ
た
状
態
で
、
終
点
で
降

ン
ド
を
始
め
た
。
女
子
は
山
の
家
附
近
に
て
一
り
た
時
は
私
は
手
の
皮
が
む
け
て
い
た
。

山
菜
取
り
に
興
じ
た
。
一
乙
こ
で
吾
策
さ
ん
と
別
か
れ
て
大
橋
委
員

七
時
か
ら
は
食
堂
の
、
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
一
を
リ
ー
ダ
ー

に
歩
き
一
た
し
た
。
急
援
と
な
つ

い
に
な
ら
ベ
ら
れ
た
山
菜
を
前
に
席
に
全
員
一
で
き
た
ら
二
日
酔
で
ど
う
も
お
か
し
い
と
い

つ
い
た
。
吾
策
さ
ん
が
山
菜
の
名
を
い
ろ
い
一
う
女
性
も
現
わ
れ
た
が
、
す
み
き
っ
た
青

ろ
と
お
し
え
て
く
れ
る
の
だ
が
、
あ
ま
り
た
一
空
、
新
緑
の
樹
聞
を
こ
ぼ
れ
る
太
陽
を
身
に

く
さ
ん
あ
る
の
で
私
に
は
さ
っ
ぱ
り
お
ぼ
え
一
受
け
て
歩
き
な
が
ら
気
持
が
よ
か
っ
た
。
そ

き
れ
ぬ
。
ヤ
カ
ン
で
地
酒
を
わ
か
し
、
岩
魚
一
し
て
雪
ど
け
の
水
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
、

を
つ
ま
み
湯
の
み
茶
わ
ん
で
酒
を
欽
み
、
大
一
こ
ぶ
し
の
花
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
の
花
々
に
見
と

い
に
食
ベ
、
歌
っ
た
。

E
口
策
さ
ん
も
メ
1
ト

一
れ
な
が
ら
十
二
時
ご
ろ
蓬
峠
に
立
っ
た
。
越

ル
が
上
が
っ
て
来
た
所
で
、
ト
ル
コ
帽
の
よ

一
後
側
の
残
雪
の
山
々
を
な
が
め
な
が
ら
草
地

ウ
な
変
な
帽
子
を
か
ぶ
り
大
変
な
さ
わ
ぎ
と
一
で
昼
食
を
と
っ
た
。

な
っ
た
。
ま
さ
に
土
樽
の
夜
は
大
供
宴
で
あ
一
土
合
側
に
ま
も
な
く
下

山
、
途
中
雪
渓
で

る
。
特
別
参
加
の
雁
部
委
員
の
奥
方
は
音
楽
一
は
シ
リ
セ

l

ド
を
大
い
に
楽
し
み
、
へ
ピ
の

の
先
生
と
の
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
民
謡
の
「
菩

一お
で
む
か
え
が
何
度
も
あ
り
、
女
性
達
は
ピ

提
樹
」
を
始
め
と
し
て
原
語
で
何
幽
か
歌
わ

一
ッ
タ
り
し
た
り
、
名
の
し
れ
ぬ
花
に
適
当
な

れ
た
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
図
書
委
員
も
い
一
名
前
を
つ
け
た
り
し
て
、
つ
つ
じ
の
咲
く

山

っ
し
ょ
に
歌
っ
て
い
る
の
に
は
ピ
ッ
ク
リ
し
一
道
を
湯
桧
曾
川
の
河
原
ま
で
降
り
た
。
土
合

た
。
図
書
委
員
が
そ
ん
な
に
ド
イ
ツ
語
が
出
一
近
く
で
一
ノ
倉
の
出
合
ま
で
登
っ
た
が
、
最

来
る
と
は
今
ま
で
私
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
一
近
の
一
ノ
倉
、
マ
チ
ガ
沢
の
出
合
附
近
の
変

た
が
、
皆
口
を
あ
わ
せ
て
歌
っ
て
い
る
様
子

一り
よ
う
に
は
驚
ろ
い
た
。
品
目
テ
ント
を
張
つ

で
あ
る
の
で
、
さ
す
が

J
A
C

の
図
書
委
員

一た
所
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
と
な
り
、
土
合

で
あ
る
と
思
い
な
が
ら
も
、
私
に
は
ど
う
も

一
よ
り
一
/
倉
の
出
合
ま
で
道
路
は
舗
装
さ
れ

聞
き
な
れ
な
い
ド
イ
ツ
語
が
多
か
っ
た
よ
う

一
て
お
り
、
自
動
車
が
ド
ン
ド
ン
入
っ
て
き
て

で
あ
る
。
一
一
ノ
倉
見
物
の
人
々
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。

同
宿
し
て
い
る
登
山
客
も
あ
る
の
で
、
十
一
時
代
の
流
れ
な
の
か
、
昔
の
谷

川
岳
を
知
る

時
も
す
ぎ
た
の
で
三
階
の
室
に
入
っ
て
今
度
一
人
々
は
複
雑
な
気
持
に
な
る
。
土
合
に
下
る

は
第
三
ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ
た
。
今
度
は
わ
れ
一
途
中
の
自
動
車
道
路
の
両
わ
き
に
は
最
後
ま

わ
れ
が
吾
策
校
長
に
と
う
と
う
と
諮
義
を
始
一
で
花
と
い
う
も
の
が
一
つ
も
な
か
っ
た
。
排

め
た
。
そ
の
毒
舌
に
は
ま
い
っ
た
の
か
途
中
一
気
ガ
ス
で
花
が
咲
か
な
い
の
か

、

ド
ラ
イ
バ

で
「
チ
ヨ
ッ
ト

、
チ
ヨ
ッ
ト

、

ト
イ
レ
」
と

一
ー
が
根
と
そ
ぎ
も
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の

云
っ
て
そ
れ
以
後
は
吾
策
さ
ん
は
現
わ
れ
な
一
か
、
自
動
車
の
ガ
ソ
リ
ン
の
に
お
い
ま
で
か

か
っ
た
。
が
さ
れ
、
昔
日
の
思
い
出
に
ふ
け
っ
て
歩
い

六
月
理
事
評
議
員
会

(
3
日
午
後
6

時
半
本
会
ル
1

ム
)

マ
出
席
者
吉
沢
、
深
田
副
会
長

、

中
屋

、

藤
井
、
山
崎
、
川
上
、
野
上
、
松
永
、
神
原

宮
下
、
牧
野
内
、
熊
谷
、
丹
部
、
芳
野
各
理

事
、
金
坂
、
渡
辺
(
兵
)

、

織
内
、
折
井
、
村

山
各
評
議
員
、
今
井
監
事

マ
議
事

-

各
委
員
会
選
任
の
件
(
藤
井
)

別
項
の
通
り
決
定
。
エ
ベ
レ
ス
ト
留
守
本

部
は
一
応
解
散
し

、

エ
ベ
レ
ス
ト

委
員
会
を

復
活
、
本
隊
帰
国
後
の
対
策
に
当
る
こ
と
と

な
り
次
の
委
員
を
任
命
し
た
。
ハ
委
員
長
〉

三
田
幸
夫
(
委
員
〉
松
方
三
郎
、
加
一
勝
泰
安

村
山
雅
美
、
大
塚
博
美
、
総
国
雄
て
藤
田

佳
宏
、
中
島
覚
、
宮
下
秀
樹
、
藤
井
運
平
、

山
崎
安
治
、
川
上
隆
。
(
担
当
理
事
〉
宮下

・

現
地
支
部
長
会
議
の
件
(
山
崎
)

，
六
月
二
十
八
、
九
の
両
日
越
後
支
部
に
よ

り
、

佐
渡
相
川
尖
閣
荘
で
行
な
う
ζ

と
に
決

定
。
東
京
か
ら
は
士
ロ
沢
副
会
長
と
山
崎
常
務

理
事
が
出
席
す
る
。
な
お
二
十
八
日
は
弥
彦

山
の
高
頭
翁
の
像
の
前
で
日
本
山
岳
志
覆
刻

記
念
祭
を
行
な
う
。

・
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
の
件
(
宮
下
〉

会
務
報
告

て
い
る
と
自
動
車
事
故
に
会
う
か
も
し
れ

ぬ
。帰

り
は
土
合
よ
り
パ
ス
で
水
上
に
出
て
、

駅
前
の
食
堂
に
て
ピ
l

ル
で
乾
杯
し
「な
め

こ
そ
ば
」
な
る
も
の
を
た
ベ
て
、
十
日
町
発

の
急
行
に
乗
車
し
、
九
時
に
上
野
駅
に
着
き

解
散
し
た
。

な
お
今
回
の
懇
親
会
に
は
事
務
局
の
人
々

も
含
め
て
十
六
名
も
参
加
し
た
が
、
幸
い
天

気
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
楽
し
い
懇
親
会
で
あ
っ

た
。
土
樽
の
Eロ
策
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
る
。
(
野

上
成
勇
〉

五
月
十
て
十
二
の
両
日
松
浦

H

績
村
、

平
林
H

チ
ヨ
タ
レ
の
ニ
隊
が
東
南
緩
か
ら
登

頂
に
成
功

、

南
壁
は
断
念
し
た
。
ま
た
東
南

稜
か
ら
の
第
三
、
第
四
次
登
頂
も
悪
天
候
の

た
め
中
止
、
五
月
二
十
一
日
全
員
B
C

に
集

結
、
六
月
二
十
日
ご
ろ
帰
国
の
予
定
、
財
政

面
な
ど
の
連
絡
事
項
を
至
急
知
ら
せ
る
よ
う

カ
ト
マ
ン
ズ
に
打
電
し
た
。

・

シ
ェ
ル
パ
同
行
帰
国
の
件
(
村

山
)

毎
日
を
通
じ
チ
ヨ
タ
レ
ほ
か
一
名
同
行
し

た
い
む
ね
大
塚
隊
長
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
が

財
政
的
に
無
理
な
の
で
同
伴
し
て
帰
国
し
な

い
よ
う
決
定
、
そ
の
む
ね
本
隊
に
打
電
し
た

.

エ
ベ
レ
ス
ト

学
術
調
査
隊
の
件
(
一
線
井
)

一
応
会
の
事
業
と
し
て
は
打
ち
切
り

、

本

隊
に
も
そ
の
む
ね
を
連
絡
、
明
春
電
通
大
の

計
画
と
し
て
あ
ら
た
め
て
考
慮
す
る
。

・

ヒ
ラ
リ

l

卿
来
日
の
件
〈
吉
沢
)

七
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
万
博
に

来
日
、
二
十

二
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
本
会

で
招
待
、
七
月
二
十
二
日
l

二
十
六
日
は
富

山
支
部
、
二
十
七
日
か
ら
入
月
三
日
ま
で
東

京
本
部
で
案
内
す
る
。
費
用
は
富
山
支
部
、

東
京
本
部
、
毎
日
新
聞
で
分
担
、
細
目
は
神

原
理
事
に
一
任
す
る
。

・

上
高
地
山
荘
の
件
(
藤
井
)

高
山
氏
と
松
本
営
林
署
長
を
訪
問

、

現
在

地
の
裏
の
台
地
に
改
築
可
能
の
む
ね
回
答
を

得
た
の
で
、
早
急
に
具
体
案
を
ね
る
と
と
に

決
定
。

・
日
大
パ
ウ
ダ
遠
征
を
ラ
ム
ジ
ュ
ン・
ヒ
マ

l
d
w
変
更
に
関
す
る
件
ハ
山
崎
)

ラ
ム
ジ
ュ
ン
の
登
山
許
可
は
む
ず
か
し
い

と
の
情
報
も
あ
る
が
、
至
急
都
岳
連
に
手
続

を
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
決
定
。

-

韓
国
ソ
ウ
ル
大
文
理
科
大O
B

山
岳
会
来

日
の
件
ハ
神
原
〉

六
月
に
右
山
岳
会
が
来
日
す
る
の
で
会
と

し
て
テ
ィ
l

パ
ー

テ
ィ
を
開
催
、
川
上
理
事

と
連
絡
を
と
る
と
と
。

・

日
本
学
生
山
岳
連
盟
の
件
(
芳
野
〉

日

山
協
に
全
国
百
十
一
校
の
大
学
山
岳
部

が
加
盟
申
請
を
し
た
。
ま
だ
正
式
に
決
定
し
-687 ー ( 5 ) 
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昭
和
四
十
五
年
度
各
委
員
会
名
簿

.

エ
ベ
レ
ス

ト

委
員
会
(
委
員
長
)
一一
一問、

(
委
員
〉
松
方
、
加
一
服
、
村
山
、
大
塚
、
住

吉
、
松
田
、
際
問
、
中
島
(
究
)
、
川
上
、
藤

井
、
山
崎
、
(
担
当
理
事
〉
宮
下

-
学
生
節
指
導
委
員
会
(
委
員
長
〉
山
崎
、

〈
委
員
〉
町
、
磯
、
神
崎

、

菅
沢
、
栗
林
、

鹿
野
、
久
新
、
川
上
、
宮
下
、
熊
谷
、
(
担

当
理
事
)
浜
野

-

指
導
、
研
究
委
員
会
(
委
員
長
)
山
崎
、

(
委
員
〉
金
家
、
村
木
、川
ト
一
、
川崎
、
池

田
、
牧
野
内
、
錦
織
、
平
野
、
土
肥
、
芳
野

堀
川
、
関
口
、
浜
野
、
上
回
、
大
森
、
長
尾

広
谷
、
(
担
当
理
事
〉
松
永

-
医
療
〈
高
所
医
学
)
委
員
会
(
委
白
員
長
)

辰
沼
、
(
委
員
)
住
吉
、
田
村
、
中
島
、
長

尾
、
広
谷
、
三
方
、
原
、
(
担
当
理
事
〉
大

森・
図
書
委
員
会
(
委
員
長
)
深
田
、
(
委
員
〉

小
林
、
山
崎
、
大
橋
、
村
石
、
斎
藤
ハ
桂
〉
、

武
田
(
満
)
、
岩
淵
、
萩
野
、
室
問
、
川
上

(
忠
〉
、
丸
山
、
松
村
、
(
担
当
理
事
〉
野
上

・
集
会
委
員
会
平
野
、
西
丸
、
土
肥
、
神

崎
、
渡
部
〈
節
)
、
村
井
〈
葵
〉
、
関
回
、
中
川

(
担
当
理
事
)
川
上

-
海
外
連
絡
委
員
会
牧
野
〈
文
)
、
近
藤

(
等
)
、
鈴
木
(
郭
〉
、
吉
沢
、
堀

川
、
向
、
関

口
、
袋
、
田
村
、
丹
部
、
折
井
、
松
本
、
芳

野
、
(
担
当
理
事
〉
神
原

-
婦
人
懇
談
会
村
井
、
川
森
、
須
田
、
山

口
、
三
校
、
査
燃

、

渡
辺
、
関
田
、
宅
問
、

(
担
当
理
事
)
小
倉

・
支
部
連
絡
委
員
会
ハ
委
員
長
)
深
田
、

(
委
員
)
折
井
、
(
担
当
理
事
)
藤
井

・

4
E報
編
集
委
員
会
吉
沢
、
(
担
当
理
事
)

山
崎

-
山
日
記
編
集
委
員
会
坂
本
、
大
賞
、
水

野
、
吉
岡
、
中
村
、
池
戸
、
(
担
当
理
事
〉

な
い
が
、
木
会
学
生
部
が
主
体
と
な
り
、
強

力
に
加
盟
を
推
進
す
る
こ
と
に
決
定c

-
山
日
記
一
九
七
一
年
版
の
件
(
牧
野
内
〉

十
一
月
初
句
発
行
を
目
的
に
進
め
る
。

七
月
二
十
二
日
(
水
〉
大
阪
発
(
特
急
白
一

鳥
〉
八
・

四
O
l
l
a
富
山
着
十
三
・
十
一
。
一

富
山
市
内
|
ハ
草
〉|
J
A
C
山

荘
|
|

民
一
五
月
二
十
二
日
(
金
)
最
近
ネ
パ
ー
ル
へ

芸
館
(
知
事
夫
妻
と
お
茶
の
セ
レ
モ
ニ
ー

〉
-
行
っ
て
来
ら
れ
た
三
人
を
囲
ん
で
お
話
を
し

|
|

千
寿
ヵ
原
登
山
研
修
所
十
七
・

三
O
一
て
頂
き
ま
し
た
。

〈
泊
)
一
①

p
m
の
ス
ラ
イ
ド
と
お
話
(
大
阪
大
学

七
月
二
十
三
日
ハ
木
)
千
寿
ヵ
原
入
・
二
一
山
岳
会
p
m
遠
征
に
同
行
し
て
)

。
|
|
(
ケ
ー
ブ
ル
〉
美
女
平
入士
一o
a-
-
一
三

枝
礼
子

(
パ
ス
)|
上
霊
十

・
二
O
|
|

雄
山
十
三
一
今
は
画
学
生
で
あ
る
三
枝
さ
ん
の
ス
ラ
イ

・

o
o
-
-

叙
沢
研
修
所
前
進
基
地
十
七
・

一
ド
は
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
が
す
ば
ら
し
く
迫
力

0
0
(
泊
)
一
が
あ
っ
た
。
あ
と
四
O
O
m
で
引
返
さ
れ
て

七
月
二
十
四
日
(
金
)
叙
沢
七
・
三
O
l
一
残
念
で
し
た
。
厳
弘
前
と
生
活
の
お
話
も
商
白

l
雷
鳥
沢
九
・
三
O
l
l
-
室
堂
十
・
三
O
!
一
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

-

(
パ
ス
)
|
|
美
女
平
十一
・
四
五
(
中
食
〉
一
②
ネ
パー
ル
・

ワ
ン
デ
リ

ン
グ
(
ジ
ョ
ム

発
十
三
・
一
ニ
O
e
-
-
千
寿
ヵ
原
十
三

・

五
八
一
F
ン
カ
ル
カ
H

ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
ド

H

パ
ル

ー
ー

l

(電
車
)
l
l
富
山
着
十
四
・

五
O
|
|

一
パ
ヅ
グ
H

グ
ル
カ
)
関
田
美
智
子

ハ
車
)
小
牧
十
六
・

o
o
-
-

(
船
〉||

大
一
一

一
一
月
の
中
匂
か
ら
四
十
日
間
、
女
性
四
名

牧
温
泉
十
六
・
四
O
(
泊
)
一
シ
ェ
ル
パ
一
名
、
ポ
1
タ
1
四
名
の
パ

1
テ

七
月
二
十
五
日
(
土
〉
大
牧
発
九・
一
五
一
ィ
で
ワ
ン
デ
リ
ン
グ
さ
れ
た
。
遠
征
前
と
遠

|
|

(
船
)
|
|
祖山
九
・
四
O
l
l

ダ
ム
十
一
っ
て
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気
で
女
性
隊
ら
し

-
一
δ
l
l
下
梨
|
i

亦
尾
館
(
泊
)
一
い
な
ご
や
か
さ
が
あ
ふ
れ
で
い
た
。

七
月
二
十
六
日
(
日
〉
西
赤
尾|
|

荻
原

一③
イ
ン
ド
と
ネ
パ

1
ル
の
旅

|
|

御
母
衣
ダ
ム
|
|

牧
戸
|
|

一
角
山
一
村
井
米
子

【
以
上
日
本
山
岳
会
富
山
支
部
、
同
行
士
口
一
学
生
部
の
婦
人
が
大
勢
集
ら
れ
た
の
で
そ

沢
一
郎
、
村
山
汀
子
(
通
訳
)
立山
に

は
一
の
方
々
へ
あ
ち
ら
へ
の
旅
の
こ
つ
な
ど
を
話

支
部
か
ら
二
、
三
名
同
行
】
一
さ
れ
た
。

七
月
二
十
七
日
(
月
)
高
山
|
l
名
古
屋
一
六
月
は
二
十
七
日
(
土
)
の
夕
方
か
ら
二

|
1

浜
松
(
日
本
楽
器
)
l
l

館
山
寺
温
泉
一
十
入
日
(
日
)
一
泊
し
て
懇
親
会
を
行
な
い

牧
野
内

・
山
岳
編
集
委
員
会
(
委
員
長
)
吉
沢
、

(
委
員
〉
山
崎
、
芳
野
、
大
塚
、
野
上
、
中

島
、
(
担
当
理
事
)
倉
知

・

遭
難
対
策
委
員
会
(
委
員
長
)

金
坂

、

(
委
員
)
大
塚
、
川
上
、
藤
田
、
広
谷
、
土

肥
、
(
担
当
理
事
〉
芳
野

・
自

然
保
護
委
員
会
深
田
、
村
井
、
島
田

渡
辺
(
公
)
、
織
内
、
川
森
、
(
担
当
理
事
)

中
屋・山

淀
委
員
会
(
委
員
長
)
折
井
、
(
委
員
〉

加
様
、
高
山
、
塚
本
、
(
担
当
理
事
)
藤
井

ヒ
ラ
リ

i

卿
来
日
日
程
案

(
泊
)
ま
た
は
日
本
楽
器
の
寮

七
月
二
十
八
日
(
火
〉
浜
松
|
|
(
車
U

|
|
河
口
湖
(
泊
〉

七
月
二
十
九
日
(
水
)
富
士
山
l
l
御
殿

場
(
奥
さ
ん
は
下
ま
わ
り
)
||乙
女
峠
|

|
箱
根
ハ
奈
良
屋
〉

七
月
三
十
日
(
木
)
箱
根
1
1
8
東
京
|
|

J
A
C
リ
セ
プ
シ
ョ
ン

l
l
N
Z

大
使
館
邸

，
口同

七
月
一
二
十
一
日
〈
金
)
N
Z
大
使
館
リ
セ

.
フ
シ
ョ
ン

八
月
一
日
(
土
)
西
武
エ
ベ
レ
ス
ト
展

八
月
二
日
(
日
〉
フ
リ
ー

入
月
三
日
(
月
)
羽
田
発
香
港
経
由
帰
国

婦
人
懇
談
会
集
会
報
告

住
所
愛
更

一
八
一
八
奥
野
正
亥
熊
本
市
新
生
町
六

八
l

一O

一
九
六
九
安
江
安
定
倉
敷
市
住
吉
町
七

三
六
阿
川
大
学
農
業
生
物
研
究
所
構
内

市
福
山
企
口

四
O
一
二
大
島
輝
夫
千
葉
市
黒
砂
一
丁

目
四
l
四

四
一
二
九
回
辺
修
新
潟
市
紫
町
八
一

八
東

北
電
力
社
宅

四
三
八
三
井
上
義
郎
芦
屋
市
岩
園
町
二

八
|

一
一
ニ
山
石
閤
ハ
イ
ツ
四
O
二
号

四
五
七
四
藤
野
欣
也
崎
玉
県
北
足
立
郡

桶
川
町
寿
一
ー

一
一
一
l
七

四
五
入
三
堀
内
意
雄
川
崎
市
昭
和
二
丁

周
五
七
|
入

四
七
八
六
松
沢
亨
高
同
市
広
小
路
二

|
二
ハ
北
陸
銀
行
広
小
路
社
宅

四
八
一
七
庄
司
駒
男
宮
城
県
宮
城
郡
泉

町
市
名
坂
字
町
六
八

四
九
二
二
細
井
隆
司
阿
久
根
市
波
留
六

=
7
人l

二

五
三
O
四
竹
内
通
雄
寝
屋
川
市
大
字
三

井
六
五
八
l
一
住
友
海
上
火
災
寝
屋
川

社
宅
一
O
二
号

ル
ー
ム
日
誌
(
必年
5

月
)

6

日
(
水
)
理
事
評
議
員
会

8
日
(
金
〉
全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
委
員
会

見
日
(
金
)
松
方
隊
長
帰
国
報
告
遊
び
に
打

ム
ロ
ム
一
品

桜
門
山
岳
会

凶
日
(
火
〉
図
書
委
員
会

n
日
(
金
)
婦
人
懇
談
会

海
外
連
絡
委
員
会

幻
日
ハ
水
)
集
会
委
員
会

五
月
中
来
室
者
一一
一
一
一
一
名

会
員
異
動

ま
す
。

七
月
は
日
は
未
定
で
す
が
、
エ
ベ
レ
ス
ト

か
ら
婦
ら
れ
た
渡
部
節
子
さ
ん
の
お
話
の
予

定
で
す
。
(
婦
人
懇
談
会
委
員
査
牒
桂
)

五
四
二
四
大
貫
良
夫
名
古
屋
市
西
区
又

穂
町
二
/
一
又
穏
公
団
一
ノ
一
ニ
一
六

五
四
五
二
竹
端
節
次
静
岡
県
駿
東
郡
清

水
町
徳
倉
県
立
沼
津
商
業
高
校
内

五
五
O
四
大
久
保
慶
三
三
重
県

上
野
市

丸
ノ
内
一
O
四
|
一

五
五
六
六
羽
賀
一
育
子
長
野
県
下
高
井
郡

山
ノ
内
町
志
賀
高
原
上
信
越
国
立
公
園

管
理
事
務
所

五
七
一
九
坂
下
心
一
杉
並
区
浜
岡
山
ニ

l

九
|
一
O

五
九
三
六
阿
岸
充
穏
叶
ω

H
Z
O
H
手
段
・

〉
ロ
内
町
内
耳
切
M
V
-
R
0
・
〉
宮
・
相
M
M
M
F
o
ω

〉
口
開
。-
2
・
0
包
戸
内0
2
d
F
m
g
E
ω
F
C
-
ω
・
〉


六
O
四
五
今
村
文
彦
富
田
林
市
久
野
喜

ム
ロ
一
l
一
八
六
O
五
号
棟
三
O
四
号
室

六
二
七
九
相
官
井
善
士
山
中
野
区
野
方
二
丁

目
二
一
ー
ニ
四
さ
つ
き
荘

六
三
三
六
桜
田
昭
嘉
北
海
道
空
局
郡
上

砂
川
町
東
鶏
七
町
内

六
六
O
三
滝
紘
之
川
崎
市
生
田
一
五

一六

六
六
二
O
藤
田
孝
千
葉
市
小
中
台
町

七
六
五
稲
毛
ハ
イ
ツ
C
l
三
O
四

六
六
二
一
加
一
服
佳
久
岐
阜
市
加
納
奥
平

町
一
l

五

六
七
六
四
玉
井
信
義
神
戸
市
灘
区
王
子

町
一
丁
目
王
子
公
園
神
戸
登
山
研
修
所

内
六
八
O
一
愛
知
教
育
大
学
山
岳
会
刈
谷

市
井
ヶ
谷
町
広
沢
一
愛
知
教
育
大
学
化

学
教
室
飯
田
研
究
室
内

六
八
O
三
中
川
広
三
郎
秋
田
市
牛
島
町

一
O
九
|
一
一
一

六
人
九
六
加
藤
正
己
立
川
市
富
士
見
町

一
丁
目
四
|
一
一
一
一
一

住
居
表
示
変
更

四
二
ハ
二
堤
甚
五
郎
北
九
州
市
門
司

区
羽
山
一
l
九
l
一
九

四
六
四
五
山
口
一
孝
世
田
谷
区
成
城
一

丁
目
二
四
l
一
四

ハ
六
五
九
回
上
敏
行
杉
並
区
荻
窪
三
丁

目
四
一
一
一
|
一
一
二

( 6 ) -688 ー
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第
二
六
O
回
小
集
会

第
二
六
O
回
小
集
会
は

六
月
十
日
午
後
六
時
半
か

ら
本
会
ル
l
ム
で
、
会
員

茶
帥
義
美
氏
の
「
グ
ル
ジ

第
二
五
九
回
小
集
会

第
二
五
九
回
小
集
会
は

現
地
小
集
会
と
し
、
山
梨

支
部
と
共
催
で
五
月
十
七

十
八
の
両
日
山
梨
県
金
山

平
の
木
暮
理
太
郎
翁
碑
前

で
「
第
八
回
木
暮
翁
碑
前

懇
親
会
」
を
開
催
し
た
。

終
わ
っ
て
金
峰
山
、
み
ず

か
き
山
な
ど
へ
の
記
念
山

行
を
行
な
っ
た
。

六
七
八
八
河
西
邦
彦

探
訪
市
小
和
田
七
|
五

改
姓

六
二
七
九
桜
井
善
志

(
旧
姓
松
原
)

代
表
者
変
更

五
四
七
一
信
州
大
学
山

岳
会
代
表
井
関
芳
郎

終
身
会
員(

必
・
5
-
m
〉

四
六
七
八
山
崎
徹

物
故
者

五
O
七
六
桑
原
弥
寿
三

K
M・
4
・
ぉ
逝
去

ニ
O
三
河
合
由
民
成
必

・
5

・

U
逝
去

五
二
O
四
中
田
清
兵
衛

必
・
5

・

お
逝
去

会
員
名
簿
訂
正

七
八
ペ
ー
ジ
新
妻
徹

の
電
話
番
号
2
H
N
N〉

忠
七
回
目
印
と
訂
正

一O
二
ペ
ー
ジ
三
木
正

一
の
電
話
番
号
(
口
怠
吋
)

立
l
色
合
と
訂
正

(
5
月
幻
日
午
後
6

時
本
会
ル
l
ム
)

マ
出
席
者
吉
沢
、
折
井
、
堀
川
、
鈴
木
、
関

口
、
牧
野
、
神
原
(
担
当
〉

・
本
年
度
委
員
に
近
藤
、
折
井
、
牧
野
、
芳

野
、
関
口
、
鈴
木
、
堀
川
の
各
昨
年
度
メ
ン

パ
ー
の
ほ
か
、
吉
沢
、
丹
部
お
よ
び
在
外
の

田
村
氏
に
も
依
嘱
。
新
地
区
メ
ン
バ
ー
と
し

て
袋
一
平
(
ソ
連
伊
否
。
向
一
陽
〈
南
米
担

当
)
松
本
義
夫
(
ア
フ
リ
カ
担
当
〉
の
諸
氏

を
決
定
し
た
。

-

今
後
の
活
動
方
針

従
来
は
海
外
か
ら
の
来
信
、
来
訪
者
の
お

世
話
な
ど
受
け
身
で
あ
っ
た
が
、
今
後
はJ

A
C
紹
介
の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

外
人
登
山
者
で
日
本
の
山
を
登
り
に
く
る
人

と
の
事
前
の
連
絡
な
ど
積
極
的
に
行
な
い
た

lv -
給
国
ソ
ウ
ル
大
十
七
名
が
六
月
に
来
日
す

る
の
で
会
と
し
て
テ
ィ
l

パ
ー
テ
ィ
を
開
催

す
る
よ
う
理
事
会
に
は
か
る
。

-
シ
ェ
ラ
グ
ラ
プ
のF
-
7
l

F

氏
来
日
の
件

九
月
に
来
日
す
る
の
で
関
係
者
と
連
絡
す

る
。

・

7
-フ
イ
ニ
氏
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
誌
にJ
A

C

紹
介
記
事
の
件

山
崎
理
事
と
連
絡
す
る
。

.
ヒ
ラ
リ

1

夫
夢
来
日
の
件

訪
日
中

華
登
山
隊
歓
迎
会

昨
年
十
月
台
湾
省
山
岳
協
会
を
中
心
と
し

て
、
中
華
全
国
山
岳
委
員
会
が
新
し
く
発
足

し
、
問
委
員
会
の
訪
日
登
山
団
と
し
て
周
百

フ日二 会ャ

海 前新Jー十四例恒 ー第ー であヒ・
タト
i重 行なの回をのウ ム!， 1:つこマl 

結 つ上i出也j 迎え ェ 問 。ノレ
た ス回 頂登委 トウ

員 ウ六ン ヨこ の

エ月祭ス 録t記-コE三

スプては ト
ト日
ン、こ ン を
-七と祭 Tなfj 
リ日し
レので し、

l 両第 盛

昭
和
四
十
五
年
七
月
十
日
発
行

東
京
都
千
代
田
区
神
悶
錦
町

一
一
一
l

二
三
向
井
ピ
ル

発
行
所
制
一
川
日
本
山
岳

会

編
集
代
表
山
崎
安
治

(
加
)
七
四
四
一

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

烹
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
三
番
六
号

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

あ
と
が
き
エ
ベ
レ
ス
ト
隊
も
全
員
無
事

帰
国
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

六
月
二
十
日
は
ち
ょ
う
ど
六
義
闘
で
有
志
関

談
会
が
あ
り
、
そ
の
世
話
役
を
つ
と
め
た
り

で
て
ん
て
こ
ま
い
。
今
月
号
は
別
舟
索
引
を

作
っ
た
た
め
八
ペ
ー
ジK
し
た
。
(
山
崎
〉

錬
氏
ら
十
五
名
が
来
日
し
た
の
で
、
五
月
九

日
午
後
六
時
か
ら
千
駄
ヶ
谷
日
本
青
年
館
で

訪
日
登
山
団
歓
迎
を
開
催
し
た
。

ガストンの山岳書店
店主・L .C.ボーム(英国山岳会員)

登山 、 極地に関する各国の新刊、旧干IJ 、絶版も
のの取次ぎ販売。各国山岳会年報、月報、登山案
内書、特殊地図、版画なども取扱っております。

型録その他のご照会、お申込みをお待ちして
おります。

宛 11 “ GASTON'S ALPINE BOOKS" 

名 目 印 Kenton R叫 Harrow Mi川刷刷d“州d副le目s回
E副I HA3. 8AL. England I (なお JAC. AC. AAC …会員 Mr
Ichiro Yoshizawa は、私的親しい友人です.

大会報製本御引受け大
製本代 (201 号~250 号)金 600 円也
送料別受け 金 120 円也

中林製本手帳株式会社
東京店・文京区水道 2-15，電話 (943) 0311 (代表)
大阪店・都島区相生町 7， 電話 (352) 3491 (代表)
名古屋店・昭和区雪見町 1-15， 電話 (731 ) 7331 (代表)

工場:大阪工場(堺市)，東京工場(戸困町)

砂背文字その他については往復はがきで
日本山岳会内「会報委員会」に御相談下さい司

jj 山岳保険に人-AL三三万一 7j
!! .貯蓄にもなります。 ii 
j @万ーの場合にはひとの迷惑を軽減しますo j 
i 御相談は⑧本団体生彦へ j 
i 角筈支部停門取扱営業所) ;! 
日 東京都新宿区角筈 1 の刷 新光ピル内 ii 
j 電話 (352) 1556 ・ 1町 l� 

・・・・.-..-・:ι_-ニエニヰ"二_.._._..ニ-_-ニ，ニユユ・ょエエニユユニ・--ニユニマニエユニ2・二主l
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東京都千代田区神田級河台 2 の 1
電話東京291局9442/振替東京24723

初見一雄著 すこし昔の話器守，mz
一千島・樺太・札幌・ 信i農 ー 彼には.こ町著書に語られてい

大正的終りから昭和町初めにか るような.北海道.悌太あたり

けての北アルプスは異色ある山 で町特異世青春遍歴が加わっ て

男を生んだ L ，その山男たちの いるわけだ.これらは生やさしー

お互いの交りも.いかにも r よ い体験ではないだけに彼が誇る
き時代J のも円であったように 気になって〈れたことは.全〈よか

思われる.初見君もその雰凶気 ったとつ〈づ〈思うのである.

を身につけた一人だが.さらに ー島田巽-魅力ある話術より

大島竪造著 山の古典と共に EfST ， 311高
大島幸んはBook Collecting と んな知っていたのである.こん

いう.ホビーにいろいろある中 ど l日制新稿を集めて本を出され

でも.と〈に好ましい“たの し ること にな ry ， fL..はその内容目

み " の持主で.一方晩年はいざ 次を手にしたにすぎないが.英

知らず . 若い頃はあちこち山を 独仏の原典を丹念に渉保して ，

歩かれたのだから r山内本J しかもし勺かりした原稿をか〈

が蒐書の対象になるのは.当然 という，不精者や怠け者には不

のなりゆきであったろう.或は 可能なようなことが.長い歳月

海外動務の時代に始まったもの に亘って.続いてきた円を知っ

かどうか.その辺町ところは私 たのである.著者にとっては.

は祥らかにしないが.大島さん そのときどきがたのし〈て{土徴

的西欧山岳文献のコレクション がなかったのではあるまいか.

は.なかなかのものだと.関西 ホビーとは.そういうものな町

はもちろん，関東でも本好きの である.

山仲間は.ずいよん古〈からみ ー蕗島敏男・余暇町み円りよ り

著渓堂の山の本

エベレスト

エベレスト遠望・・絵方 三郎

エベレストの頂上に立って

… ・・テVレフ・ライス ト

わが人生におけるエベレスト
... .M . S. コーリ

エベレスト 8848メートル

…藤図佳宏

エベレスト町ベースキャンプ

にてー…………宮下秀樹

南極
ヒ7ラヤから南極まで

・・ ・ ・村山 雅美

後 輩........…池戸紙二郎

山町けもの，鳥.虫など

・串田孫一

定価 530円

山小屋一覧世景山行f'，!.;表米地図

I習何一覧米日本町山世田本町峠

揖剣岳と谷川岳町登山規制条例

来夏山臨時電報電話取扱所一覧

揖山岳保険について帯日本山岳

会について曜日本山岳会支部一

覧

1970年版山
""  写会p ・
一

山の装備・….. . ..... ー池戸誠二郎

山の医丹署・・… ・ ・・ ・景山 孝正

遭縫対策・H ・ H ・ . ....…鹿野勝彦

登山技術についての参考資料

世界の山々・…・…・吉沢 一郎

山の地名………-…イ主孫 依
山と人

続 制・・ーーー深田

.山と人"論・…・・・渡辺

私的山と山町絵…坂本

山路随想…・……・回決i

山内テ ン ト・ 50年

・・・・・・片桐盛之助

山内軒t .スキーの靴

・・・・・・佐藤久J朗

馬場島から入る山男と私

…ー中村あき子

なだれ狩り 0・……荘田 幹夫

インド内友・…・・須田 紀子

山内 宿…・ ・ … 田口 二郎

山男と酒…・・・・・白木 博次

現代登山と妄想…村木制次郎
シェルパ町話・・…浜野 吉生

生と死と …・・・・ 朝比奈里富雄

弥
力
行
男

久
丘
(
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行
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目
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曲&叉キ闘司事門宿
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登山用具専門店

由@店
大阪市北区梅ヶ枝町101 TEL.362ー 5736

関西テレビ <8 チャンネル〉ウラ

四谷店東京都新宿区三栄町三番JI!!.
TEL (351) 702.1912 

λ重洲口店東京都中央区八重洲この五
TE L (271) 1560 ・ 8575

新宿店新宿ステーションピル四階
サーピスンョップ

T E L (352) 6 5 6 , 
日本信販加盟店
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東京都中央区日本橋通 2-1
PHON; 271-7686 ・ 1718


